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資
料
紹
介

穂
積
真
六
郎
資
料

植
田 

喜
兵
成
智
・
辻 

大
和
・
橋
本 

陽
・
韓 

相
賢

一　

受
け
入
れ
経
緯

穂
積
真
六
郎
資
料
は
二
〇
一
〇
年
九
月
に
ご
遺
族
よ
り
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
二

年
に
当
時
、
東
洋
文
化
研
究
所
か
ら
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
承
し
た
同
大
学
学
長
付
国
際
研
究
交
流
オ
フ
ィ
ス
（G

E
O

R
E

）
に

お
い
て
、
同
オ
フ
ィ
ス
の
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
、
同
大
学
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
学
生
で
あ
っ
た
橋
本
陽
ら
に
よ
っ
て

仮
整
理
お
よ
び
中
性
紙
封
筒
等
へ
の
封
入
作
業
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
四
年
度
に
東
洋
文
化
研
究
所
に
戻
さ
れ
た
。
諸
般
の
事
情
で
公

開
が
遅
れ
た
こ
と
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

資
料
旧
蔵
者
の
穂
積
真
六
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
七
〇
年
）
は
、
法
学
者
で
の
ち
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
と
な
る
穂
積

陳
重
と
、
歌
人
の
穂
積
歌
子
（
実
業
家
渋
沢
栄
一
の
長
女
）
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
穂
積
真
六
郎
は
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

を
一
九
一
三
年
に
卒
業
後
、
朝
鮮
総
督
府
に
入
り
、
一
九
四
一
年
ま
で
在
職
し
た
。
そ
の
間
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で

同
府
殖
産
局
長
を
務
め
た
。
戦
後
は
朝
鮮
引
揚
同
胞
世
話
会
会
長
に
就
任
し
、
一
九
四
七
年
に
は
参
議
院
議
員
に
当
選
し
た
。
同
和
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協
会
副
会
長
な
ど
を
経
て
一
九
五
二
年
に
友
邦
協
会
理
事
長
に
就
任
し
た
。

穂
積
真
六
郎
は
友
邦
協
会
を
組
織
後
、
積
極
的
に
資
料
を
集
め
た
。
更
に
穂
積
の
提
案
で
、
友
邦
協
会
か
ら
穂
積
を
中
心
に
近

藤
釼
一
・
渋
谷
礼
治
・
岸
謙
の
四
人
と
学
生
側
の
姜
徳
相
・
権
寧
旭
・
梶
村
秀
樹
・
宮
田
節
子
の
八
人
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

一
九
五
八
年
に
「
朝
鮮
近
代
史
料
研
究
会
」
を
結
成
し
、植
民
地
時
代
の
行
政
等
に
関
わ
っ
た
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

そ
の
録
音
テ
ー
プ
が
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
友
邦
文
庫
に
現
存
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
来
、
同
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
り
文
字
起
こ
し
、
校
訂
、
刊
行
の
作
業
が
行
わ
れ
、
紀
要
『
東
洋
文
化
研
究
』
上
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
穂
積
真

六
郎
の
自
伝
に
『
わ
が
生
涯
を
朝
鮮
に
』
が
あ
り
、
本
寄
贈
資
料
に
そ
の
執
筆
ノ
ー
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。

〈
参
考
文
献
〉

穂
積
真
六
郎
『
わ
が
生
涯
を
朝
鮮
に
』
友
邦
協
会
、
一
九
七
四
年
。

宮
田
節
子
「
穂
積
真
六
郎
先
生
「
録
音
記
録
」 （
未
公
開
資
料 

朝
鮮
総
督
府
関
係
者
録
音
記
録
一
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵 

友
邦
協
会
・

中
央
日
韓
協
会
文
庫 

十
五
年
戦
争
下
の
朝
鮮
統
治
）」『
東
洋
文
化
研
究
』
二
、二
〇
〇
〇
年
。

宮
田
節
子
・
姜
徳
相
監
修
、
李
正
勲
・
齊
藤
涼
子
・
小
志
戸
前
宏
茂
・
橋
本
陽
編
集
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
『
友
邦
文

庫
目
録
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
一
年
。
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二　

資
料
の
概
要

資
料
の
年
代
：
一
九
三
五
年
～
一
九
八
〇
年

総
量
：
内
径　

470
×
350
×
250
（
mm
）
の
中
性
紙
箱
3
箱

言
語
：
日
本
語

穂
積
真
六
郎
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
と
こ
ろ
、
総
一
三
三
点
を
数
え
る
。
そ
の
資
料
群
は
大
別
す
る
と
、
ノ
ー
ト
と
刊
行

物
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
の
大
部
分
は
、
穂
積
自
身
が
収
集
、
あ
る
い
は
執
筆
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
一
部
の
資

料
に
は
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
は
遺
族
が
収
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寄
贈
さ
れ
た
後
、
仮
目
録

が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
仮
に
資
料
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
今
般
の
資
料
整
理
で
は
、
資
料
番
号
と
実
物
資
料
を
対
照
確

認
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
仮
の
資
料
番
号
を
あ
ら
た
め
て
請
求
番
号
と
す
る
。
閲
覧
を
請
求
す
る
際
に
は
、
こ
の
請
求
番
号
を

基
に
し
て
事
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
引
用
す
る
場
合
は
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
の
穂
積
真
六
郎
資
料

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
ほ
し
い
。

（
１
）
ノ
ー
ト
／
原
稿
箋

　

1
～
103

穂
積
の
自
伝
で
あ
る
『
わ
が
生
涯
を
朝
鮮
に
』
の
執
筆
ノ
ー
ト
と
推
定
さ
れ
る
ノ
ー
ト
・
原
稿
箋
一
〇
三
点
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
の
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一
部
に
は
タ
イ
ト
ル
の
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
タ
イ
ト
ル
が
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
ノ
ー
ト
に
番
号
が
振
ら
れ
て
お

り
、
資
料
を
識
別
す
る
た
め
そ
れ
を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
示
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
タ
イ
ト
ル
・
番
号
と
も
に
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
場
合
は
、
単
に
タ
イ
ト
ル
を
「
ノ
ー
ト
」
と
し
て
あ
る
。
そ
う
し
た
無
題
の
ノ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
今
般
の
整
理
で
資
料
の
内
容

を
確
認
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
も
の
を
採
取
し
て
〈
主
題
・
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
欄
に
示
し
て
お
く
。
関
心
事
項
に
沿
っ
て
資
料
を

検
索
す
る
際
に
は
、
こ
の
欄
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ノ
ー
ト
・
原
稿
箋
に
記
さ
れ
た
項
目
を
確
認
す
る
と
、
穂
積
の
自
伝
に
同
一
の
見
出
し
が
あ
り
、
自
伝
と
も
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
自
伝
の
草
稿
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
自
伝
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
内
容

も
ノ
ー
ト
に
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、
請
求
番
号
11
「
ノ
ー
ト
11
」
に
は
「
か
ん
に
ん
の
四
字
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
付
さ
れ
た
文
章

が
確
認
で
き
る
。
狂
言
山
本
東
次
郎
家
の
演
じ
る
「
宗
論
」
と
い
う
演
目
に
つ
い
て
の
随
想
、落
語
の
「
天
災
」（
ノ
ー
ト
に
は
「
か

ん
に
ん
」
と
あ
る
）
と
み
ら
れ
る
演
目
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
、
そ
し
て
母
方
の
祖
父
で
あ
る
渋
沢
栄
一
が
『
論
語
』
を
重
ん
じ
て
い

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
言
及
す
る
。
穂
積
の
人
生
観
や
家
族
観
が
見
え
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
朝
鮮
と
直
接
的
に
は
関
係
が
無
く
、

そ
の
た
め
自
伝
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
今
後
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
刊
行
物

　

104
～
134

刊
行
物
に
つ
い
て
は
、
形
態
か
ら
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
104
「
鉄
鋼
新
聞
」
の
切
り
抜
き
で
あ
る
。
こ
の

資
料
は
、
戦
前
の
鉄
鋼
業
で
活
躍
し
た
実
業
家
の
三
鬼
隆
（
一
八
九
二
～
一
九
五
二
年
）
の
伝
記
記
事
の
一
部
で
、
当
該
の
昭
和
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四
六
年
（
一
九
七
一
）
二
月
九
日
と
二
月
一
〇
日
の
記
事
は
、
三
鬼
が
茂
山
の
開
発
、
清
津
の
製
鉄
所
に
関
わ
っ
た
際
の
内
容
を
記

述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
穂
積
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
産
業
漫
談
」
と
タ
イ
ト
ル
の
付
い
た
穂
積
の
原
稿
が
一
部
転

載
さ
れ
て
い
る
。（
１
）
の
ノ
ー
ト
・
原
稿
箋
と
同
じ
性
格
の
資
料
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
切
り
抜
き
は
、
穂

積
の
死
後
の
記
事
で
あ
り
、
遺
族
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
105
～
134
の
書
籍
類
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
105
～
133
は
、
友
邦
協
会
や
各
種
の
書
店
・
団
体
か
ら
公
刊
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
一
方
、
134
「
亡
き
父
母
に
贈
ら
れ
し
弔
詞
並
に
追
悼
集
」
は
、
朝
鮮
総
督
府
で
政
務
総
監
を
務
め
た
田
中
武
雄
（
一
八
九
一

～
一
九
六
六
年
）
に
対
す
る
弔
辞
や
追
悼
文
を
、
遺
族
と
関
係
者
が
私
的
に
編
纂
し
、
刊
行
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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請
求

記
号

資
料

名
編

著
者

発
行

・
作

成
発

行
年

発
行

年
（

数
式

）
原

本
形

態
点

数
発

行
地

頁
数

主
題

・
キ

ー
ワ

ー
ド

備
考

HO
ZU

M
I1

ノ
ー

ト
1

穂
積

真
六

郎
1

梁
木

；
伊

勢
詣

で
1963

年
HO

ZU
M

I2
ノ

ー
ト

2
穂

積
真

六
郎

1
自

分
な

り
の

人
生

；
英

雄
崇

拝
HO

ZU
M

I3
ノ

ー
ト

3
穂

積
真

六
郎

1
一

.ひ
と

り
ぼ

っ
ち

；
一

.誕
生

と
死

の
感

覚
；

交
友

；
HO

ZU
M

I4
ノ

ー
ト

4
穂

積
真

六
郎

1
都

島
；

家
庭

HO
ZU

M
I5

ノ
ー

ト
5

穂
積

真
六

郎
1

旅
；

伊
勢

詣
で

1959
年

HO
ZU

M
I6

ノ
ー

ト
6

穂
積

真
六

郎
1

一
.世

界
の

推
移

は
大

戦
争

が
あ

る
ご

と
に

大
き

く
変

わ
っ

て
行

く
；

一
生

を
省

み
て

（
御

小
言

の
恩

）；
(二

).
（

母
上

の
広

い
御

心
に

包
ま

れ
て

）；
社

会
道

徳
1967

年

HO
ZU

M
I7

ノ
ー

ト
7

穂
積

真
六

郎
1

七
十

五
歳

；
七

十
五

年
1964

年

HO
ZU

M
I8

ノ
ー

ト
8

穂
積

真
六

郎
1

仕
合

せ
な

一
生

；
一

.父
上

の
御

小
言

；
二

.よ
き

兄
よ

き
従

兄
の

指
導

を
受

け
て

；
英

雄
崇

拝
HO

ZU
M

I9
ノ

ー
ト

9
穂

積
真

六
郎

1
い

の
ち

；
時

の
流

れ

HO
ZU

M
I10

ノ
ー

ト
10

穂
積

真
六

郎
1

御
先

祖
の

こ
と

；
昔

々
の

御
先

祖
様

；
源

平
時

代
の

御
先

祖
；

徳
川

時
代

の
御

先
祖

；
父

上
の

こ
と

；
1963

年

HO
ZU

M
I11

ノ
ー

ト
11

穂
積

真
六

郎
1

か
ん

に
ん

の
四

字
；

英
雄

崇
拝

HO
ZU

M
I12

ノ
ー

ト
12

穂
積

真
六

郎
1

伊
勢

詣
で

HO
ZU

M
I13

ノ
ー

ト
13

穂
積

真
六

郎
1

蛍
の

光
；

明
治

維
新

と
敗

戦
後

の
日

本

HO
ZU

M
I14

ノ
ー

ト
14

穂
積

真
六

郎
1

八
十

年
の

思
い

出
；

一
.釈

迦
八

相
；

一
.若

い
者

の
顔

か
ら

割
出

す
実

際
に

則
し

な
い

天
邪

鬼
；

友
邦

協
会

を
始

め
る

時
の

私
の

念
願

HO
ZU

M
I15

ノ
ー

ト
15

穂
積

真
六

郎
1

花
の

木
の

思
出

；
菊

；
無

憂
花

；
ラ

イ
ラ

ッ
ク

；
梅

と
櫻

；
朝

鮮
の

春
HO

ZU
M

I16
ノ

ー
ト

16
穂

積
真

六
郎

1
小

さ
な

人
生

を
一

貫
し

た
持

性
HO

ZU
M

I17
ノ

ー
ト

17
穂

積
真

六
郎

1
疑

い
；

茗
渓

；
旅

；
運

動
会

；
喧

嘩

HO
ZU

M
I18

ノ
ー

ト
18　

思
っ

た
儘

穂
積

真
六

郎
1

明
治

の
御

代
；

日
露

戦
争

後
の

日
本

HO
ZU

M
I19

ノ
ー

ト
19　

動
物

編
穂

積
真

六
郎

1
動

物
編

；
1

雁
；

2
玉

こ
ろ

が
し

と
朝

鮮
馬

；
3

鯉
；

4
鰻

；
5

山
蜂

；
6

虎
；

7
鶴

；
8

白
鳥

；
9

雉
子

；
10

牛
；

11
羊

；
12

鯨
と

海
豚

；
13

鹿
と

獐
；

14
犬

と
猫

HO
ZU

M
I20

ノ
ー

ト
20

穂
積

真
六

郎
1

自
分

な
り

の
哲

学

HO
ZU

M
I21

ノ
ー

ト
21

穂
積

真
六

郎
1

明
治

時
代

の
思

出
；

一
.蛍

の
光

；
風

俗
慣

習
の

維
持

；
唱

歌
の

変
遷

；
運

動
；

東
京

の
風

物

HO
ZU

M
I22

ノ
ー

ト
22

穂
積

真
六

郎
1

年
寄

り
に

は
解

ら
な

い
；

国
家

に
対

す
る

観
念

の
変

化
；

う
そ

1962
年

HO
ZU

M
I23

ノ
ー

ト
23

穂
積

真
六

郎
1

御
両

親
；

家
の

系
図

；
人

の
運

；
役

人
で

固
ま

り
な

が
ら

役
人

離
れ

の
し

た
人

生

HO
ZU

M
I24

ノ
ー

ト
24

穂
積

真
六

郎
1

旅
；

伊
勢

詣
で

1958
年

?；
チ

オ
ク

タ
ン

錠
ア

ン
ケ

ー
ト

葉
書
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HO
ZU

M
I25

ノ
ー

ト
25

穂
積

真
六

郎
1

日
本

も
史

上
最

高
の

進
化

を
示

し
た

；
一

.正
し

い
進

み
と

党
派

の
関

係
に

就
て

；
終

戦
後

の
日

本
1967

年

HO
ZU

M
I26

ノ
ー

ト
26

穂
積

真
六

郎
1

私
の

家
は

代
々

武
士

で
あ

る
；

私
の

一
生

を
貫

ぬ
く

思
想

HO
ZU

M
I27

ノ
ー

ト
27

穂
積

真
六

郎
1

茗
渓

；
皇

太
子

様
御

夫
妻

の
外

遊
；

友
達

；
鶯

の
死

；
片

足
の

文
鳥

HO
ZU

M
I28

ノ
ー

ト
28

穂
積

真
六

郎
1

大
学

一
年

の
終

わ
っ

た
夏

休
み

の
と

き
韓

国
の

併
合

HO
ZU

M
I29

ノ
ー

ト
29

穂
積

真
六

郎
1

七
十

六
歳

；
七

十
六

年
1965

年

HO
ZU

M
I30

ノ
ー

ト
30

N
o.Ⅰ

穂
積

真
六

郎
1

小
さ

く
産

ま
れ

た
利

害
と

五
十

年
；

帰
朝

後
の

こ
と

；
外

事
課

長
；

満
洲

事
変

HO
ZU

M
I31

ノ
ー

ト
31　

御
恩

に
な

っ
た

人
々

穂
積

真
六

郎
1

希
一

さ
ん

；
古

市
さ

ん
；

人
見

次
郎

さ
ん

；
貞

ち
ゃ

ま

HO
ZU

M
I32

ノ
ー

ト
32 

想
出

し
た

ま
ま

　
1961.8.5

ヨ
リ

穂
積

真
六

郎
1

想
出

し
た

ま
ま

1961
年

HO
ZU

M
I33

ノ
ー

ト
33　

思
い

出
す

儘
（

1）
穂

積
真

六
郎

1
動

物
編

；
雁

；
鯉

（
大

正
六

年
と

十
三

年
の

話
）；

鰻
（

小
学

中
学

昭
和

十
年

十
六

年
の

話
）；

山
蜂

（
大

正
十

四
年

）；
虎

HO
ZU

M
I34

ノ
ー

ト
34　

思
い

出
す

儘
（

Ⅱ
）

穂
積

真
六

郎
1

鶴
；

白
鳥

；
雉

子
；

鯨
；

真
鰮

HO
ZU

M
I35

ノ
ー

ト
36　

楽
し

い
思

出
（

Ⅱ
）

穂
積

真
六

郎
1

我
が

家
は

楽
し

；
御

母
様

；
東

京
の

町
々

HO
ZU

M
I36

ノ
ー

ト
37　

穂
積

真
六

郎
1

私
の

明
治

；
初

め
て

の
シ

ョ
ッ

ク
；

初
め

て
の

罪
悪

感
；

釈
迦

八
相

；
兵

役
義

務
と

私
；

明
治

の
学

校

HO
ZU

M
I37

ノ
ー

ト
38

穂
積

真
六

郎
1

静
か

に
夜

空
を

眺
て

；
初

め
て

の
角

力
；

水
産

；
父

；
母

；
相

撲
1961

年

HO
ZU

M
I38

ノ
ー

ト
39

穂
積

真
六

郎
1

一
.死

の
恐

れ
；

一
.命

な
り

け
り

HO
ZU

M
I39

ノ
ー

ト
40

穂
積

真
六

郎
1

今
と

昔

HO
ZU

M
I40

ノ
ー

ト
41

穂
積

真
六

郎
1

都
鳥

；
ト

ム
ブ

ラ
ウ

ン
；

や
せ

我
慢

；
貞

兄
さ

ん
；

小
鳥

HO
ZU

M
I41

ノ
ー

ト
41

穂
積

真
六

郎
1

八
十

年
の

生
涯

；
自

分
の

性
格

と
親

の
恩

；
学

校
の

勉
強

と
趣

味
；

私
の

疑
問

；

1969
年

？
 「

42」
を

消
し

て
「

41」
と

あ
り

HO
ZU

M
I42

ノ
ー

ト
42　

別
冊

穂
積

真
六

郎
1

金
関

係
の

内
容

メ
モ

「
43」

を
消

し
て

「
42」

と
あ

り

HO
ZU

M
I43

ノ
ー

ト
　

N
o.1　

世
話

会
と

古
市

さ
ん

の
思

出
　

1
終

戦
迄

の
私

；
世

話
会

の
結

成
；

世
話

会
の

進
展

；
牢

獄
生

活
；

ス
ト

レ
ー

シ
イ

プ
；

懐
疑

性
；

知
人

の
死
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HO
ZU

M
I44

ノ
ー

ト
　

N
o.2　

外
事

課
の

思
い

出
1

外
事

課
；

間
島

と
私

HO
ZU

M
I45

ノ
ー

ト
　

N
o.3　

朝
鮮

併
合

に
対

す
る

感
じ

1

HO
ZU

M
I46

原
稿

箋
　

N
o.5

1
工

業
漫

談

HO
ZU

M
I47

原
稿

箋
　

N
o.6

1
一

.産
業

経
済

調
査

会
以

前
；

一
.殖

産
局

長
室

の
第

一
日

；
内

地
産

業
誘

致
よ

り
生

ず
る

内
地

と
の

相
競

；
セ

メ
ン

ト
統

制
に

関
す

る
相

競

HO
ZU

M
I48

原
稿

箋
　

N
o.7　

工
業

漫
談

（
1）

1

一
.農

林
局

を
殖

産
局

よ
り

分
離

；
一

.朝
鮮

の
こ

れ
等

産
業

の
素

質
と

発
展

性
；

朝
鮮

諸
産

業
の

急
激

な
進

展
；

工
鉱

業
水

産
業

の
発

達
；

工
業

の
経

過
；

朝
鮮

工
業

の
隆

昌
時

代
の

工
業

の
進

め
方

；
工

業
の

実
際

の
す

す
み

；
内

地
工

業
進

出
の

状
況

；
繊

維
工

業
の

進
出

ハ
ガ

キ
1

枚
挟

み
込

み

HO
ZU

M
I49

原
稿

箋
　

N
o.8

穂
積

真
六

郎
1

友
邦

協
会

を
始

め
る

迠

HO
ZU

M
I50

ノ
ー

ト
　

N
o.9　

外
事

課
漫

談
　

穂
積

真
六

郎
1

HO
ZU

M
I51

ノ
ー

ト
　

N
o.10　

韓
国

人
の

民
族

性
に

関
す

る
日

本
人

の
認

識
に

関
す

る
問

題

1
世

間
普

か
ら

「
は

ず
れ

た
」

一
生

；
一

．
韓

国
人

の
民

族
性

に
関

す
る

日
本

人
の

認
識

に
関

す
る

問
題

HO
ZU

M
I52

ノ
ー

ト
　

N
o.11

1
は

し
が

き
；

産
業

勃
興

の
気

運
；

セ
メ

ン
ト

；
無

烟
炭

合
同

；
三

陟
と

寧
越

セ
ロ

テ
ー

プ

HO
ZU

M
I53

ノ
ー

ト
　

N
o.12

1
三

陟
寧

越
の

続
き

；
産

金
振

興
；

殖
産

局
の

拡
大

と
陣

容
；

水
産

業
の

進
展

；
鉄

山
と

溶
鉱

炉
HO

ZU
M

I54
ノ

ー
ト

　
N

o.13
1

セ
メ

ン
ト

；
無

烟
炭

合
同

；
茂

山
と

清
津

HO
ZU

M
I55

ノ
ー

ト
　

N
o.14

1
昭

和
四

年
；

昭
和

五
年

HO
ZU

M
I56

ノ
ー

ト
　

N
o.15

1
工

業
；

殖
産

局
に

移
る

時
期

の
話

；
セ

メ
ン

ト
統

制
問

題
；

ビ
ー

ル
会

社
の

競
立

；
紡

績
HO

ZU
M

I57
ノ

ー
ト

　
N

o.16
1

朝
鮮

に
対

す
る

古
来

か
ら

の
観

方

HO
ZU

M
I58

ノ
ー

ト
　

N
o.17

1
殖

産
局

長
就

任
；

局
長

室
で

の
最

初
の

思
い

；
局

長
室

の
瞑

想
（

続
き

）；
セ

メ
ン

ト
統

制
；

HO
ZU

M
I59

ノ
ー

ト
　

N
o.18

1
茂

山
と

清
津

の
続

き
；

清
津

製
鉄

所
の

建
設

；
工

業
（

並
に

金
鉄

以
外

の
諸

鉱
物

）；

HO
ZU

M
I60

ノ
ー

ト
　

N
o.19　

洋
行

か
ら

還
っ

て
か

ら
辞

職
す

迄
　

一
．

外
事

課
時

代
（

思
い

出
の

漫
談

）

1
経

歴
の

年
表

；
外

事
課

長
；

外
事

課
；

間
島

と
集

団
農

村
；

外
事

課
本

来
の

事
務

HO
ZU

M
I61

ノ
ー

ト
　

N
o.20

1
疑

獄
事

件
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HO
ZU

M
I62

ノ
ー

ト
　

N
o.21

1
賜

杯（
昭

和
四

十
一

年
四

月
二

十
九

日
）；

沈
黙

と
多

弁
；

終
戦

の
前

後
；

終
戦

と
人

心
；

日
本

人
世

話
会

の
結

成
；

世
話

会
の

陣
容

HO
ZU

M
I63

原
稿

箋
　

22　
産

金
と

セ
メ

ン
ト

1
産

金
計

画
；

セ
メ

ン
ト

統
制

に
端

を
発

す
る

内
地

と
の

闘
争

HO
ZU

M
I64

原
稿

箋
　

23　
セ

メ
ン

ト
の

つ
づ

き
；

石
炭

合
同

；
産

業
経

済
調

査
会

1
セ

メ
ン

ト
続

き
；

無
烟

炭
合

同
；

朝
鮮

産
業

調
査

委
員

会

HO
ZU

M
I65

原
稿

箋
　

24　
茂

山
と

製
鉄

業
1

茂
山

と
清

津
；

清
津

の
製

鉄
所

；
直

接
製

鋼
法

HO
ZU

M
I66

ノ
ー

ト
1

明
治

百
年

に
当

り
八

十
老

人
の

郷
愁

を
述

べ
る

；
民

族
思

想
と

日
本

人
；

1968
年

HO
ZU

M
I67

ノ
ー

ト
　

第
二

編
殖

産
局

1
殖

産
局

HO
ZU

M
I68

ノ
ー

ト
1

私
は

昔
者

で
あ

る
HO

ZU
M

I69
ノ

ー
ト

1
朝

雨
戸

を
開

け
る

と
HO

ZU
M

I70
ノ

ー
ト

1
八

十
年

の
一

生
を

振
り

返
る

と
1968

年
HO

ZU
M

I71
ノ

ー
ト

1
不

肖
の

子

HO
ZU

M
I72

ノ
ー

ト
1

一
生

を
通

じ
て

一
番

残
念

な
こ

と
は

背
が

低
く

て
痩

せ
っ

ぽ
ち

な
こ

と
だ

HO
ZU

M
I73

ノ
ー

ト
1

生
存

競
争

と
世

界
平

和
；

短
歌

HO
ZU

M
I74

ノ
ー

ト
1

キ
ー

ワ
ー

ド
の

メ
モ

・
箇

条
書

き

HO
ZU

M
I75

ノ
ー

ト
1

一
生

を
通

じ
て

一
番

残
念

な
こ

と
は

背
が

低
く

て
痩

せ
て

居
る

こ
と

だ

HO
ZU

M
I76

ノ
ー

ト
1

紀
元

節
；

天
皇

陛
下

；
古

蹟
委

員
会

；
雪

；
学

校
と

家
庭

の
教

育
HO

ZU
M

I77
ノ

ー
ト

1
八

十
歳

の
想

い
1968

年
HO

ZU
M

I78
ノ

ー
ト

1
一

.農
業

振
興

の
大

眼
目

HO
ZU

M
I79

ノ
ー

ト
1

庭
の

う
ば

ら
；

師
走

の
庭

に
淋

し
く

暮
ら

し
（

誰
か

こ
の

世
に

独
り

な
が

ろ
う

べ
き

）；
ポ

メ
ラ

ニ
ア

HO
ZU

M
I80

ノ
ー

ト
1

八
十

年
の

生
涯

；
幼

少
の

と
き

の
出

発
HO

ZU
M

I81
ノ

ー
ト

1
初

旅
（

伊
勢

詣
で

）
HO

ZU
M

I82
ノ

ー
ト

1
朝

鮮
　

一
.不

思
議

な
因

縁
HO

ZU
M

I83
ノ

ー
ト

1
御

七
夜

に
死

ん
だ

男
HO

ZU
M

I84
ノ

ー
ト

1
一

生
を

通
じ

て
HO

ZU
M

I85
ノ

ー
ト

1
私

の
産

ま
れ

た
の

は
明

治
二

十
二

年
で

HO
ZU

M
I86

ノ
ー

ト
1

勇
気

HO
ZU

M
I87

ノ
ー

ト
1

工
業

；
工

業
発

展
に

対
す

る
理

想
と

現
実
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HO
ZU

M
I88

ノ
ー

ト
1

セ
メ

ン
ト

統
制

HO
ZU

M
I89

ノ
ー

ト
1

茂
山

と
清

津
の

後
日

；
海

苔
；

鰮
；

高
等

水
産

学
校

；
産

金
七

十
五

噸
計

画
；

産
業

調
査

会
開

催
に

至
る

迄
の

朝
鮮

の
諸

事
情

；
第

一
回

産
業

調
査

委
員

会
HO

ZU
M

I90
ノ

ー
ト

1
誕

生
日

1968
年

HO
ZU

M
I91

ノ
ー

ト
1

心
の

転
換

の
時

HO
ZU

M
I92

ノ
ー

ト
1

朝
1970

年
頃

執
筆

HO
ZU

M
I93

ノ
ー

ト
1

誕
生

日
1967

年
執

筆

HO
ZU

M
I94

ノ
ー

ト
　

原
稿

1

動
物

篇
　

雁
；

玉
こ

ろ
が

し
と

朝
鮮

馬
（

大
正

六
年

）；
鯉

（
大

正
九

年
と

十
三

年
）；

鰻
（

小
学

中
学

昭
和

十
年

～
十

六
年

の
話

）；
山

蜂
；

虎
；

鶴
；

白
鳥

；
雉

；
牛

（
大

正
五

年
）；

羊
；

鯨
と

；
豺

（
ヌ

ク
テ

）；
山

七
面

鳥
；

鵲
；

鹿
と

獐

絵

HO
ZU

M
I95

ノ
ー

ト
1

三
男

の
重

敏
が

渋
沢

敬
三

HO
ZU

M
I96

ノ
ー

ト
1

九
月

十
五

日
～

十
月

七
日

鉛
筆

書
き

HO
ZU

M
I97

ノ
ー

ト
1

七
十

五
年

1963
年

執
筆

HO
ZU

M
I98

ノ
ー

ト
1

八
月

十
五

日
HO

ZU
M

I99
ノ

ー
ト

1
孔

子
が

大
河

の
ほ

と
り

に
立

っ
て

1966
年

執
筆

HO
ZU

M
I100

ノ
ー

ト
1

寒
さ

の
思

出
1968

年
？

HO
ZU

M
I101

ノ
ー

ト
1

ク
オ

バ
ヂ

ス
七

五
三

く
じ

挟
み

込
み

（
昭

和
33

年
） 

1958
年

？
HO

ZU
M

I102
ノ

ー
ト

1
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
会

式
1964

年
HO

ZU
M

I103
ノ

ー
ト

1
獺

；
口

を
開

い
て

笑
は

ざ
れ

ば

HO
ZU

M
I104

鉄
鋼

新
聞

記
事

コ
ピ

ー
昭

和
41

1971
2

昭
和

46
年

2
月

9
日

・
2

月
10

日
記

事
〔

三
鬼

隆
と

穂
積

真
六

郎
に

つ
い

て
〕

HO
ZU

M
I105

朝
鮮

終
戦

の
記

録
―

米
ソ

両
軍

の
進

駐
と

日
本

人
の

引
揚

―

森
田

芳
夫

（
著

）
巌

南
堂

書
店

昭
和

39
1964

単
行

書
1

東
京

1038

HO
ZU

M
I106

朝
鮮

終
戦

の
記

録
　

資
料

編
第

2
巻

　
南

朝
鮮

地
域

の
引

揚
と

日
本

人
世

話
会

の
活

動

森
田

芳
夫

・
長

田
か

な
子

（
編

）
巌

南
堂

書
店

昭
和

55
1980

単
行

書
1

東
京

594

HO
ZU

M
I107

太
平

洋
戦

下
の

朝
鮮

（
1）　（

朝
鮮

総
督

府
予

算
関

係
重

要
文

書
修

編
）

近
藤

釼
一

（
編

）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

37
1962

単
行

書
1

東
京

199
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HO
ZU

M
I108

太
平

洋
戦

下
の

朝
鮮

（
2）　（

朝
鮮

総
督

費
予

算
「

公
債

」
関

係
重

要
文

書
修

編
）

近
藤

釼
一

（
編

）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

38
1963

単
行

書
1

東
京

202

HO
ZU

M
I109

太
平

洋
戦

下
の

朝
鮮

（
4）　（

朝
鮮

総
督

費
予

算
「

食
糧

」
関

係
重

要
文

書
修

編
）

近
藤

釼
一

（
編

）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

38
1963

単
行

書
1

東
京

186

HO
ZU

M
I110

太
平

洋
戦

下
の

朝
鮮

（
5） 終

政
期

＝
生

産
・

貯
蓄

・
金

融
・

輸
送

力
・

労
働

事
情

（
議

会
説

明
資

料
修

編
）

近
藤

釼
一

（
編

）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

39
1964

単
行

書
1

東
京

184

HO
ZU

M
I111

財
政

・
金

融
政

策
か

ら
見

た
朝

鮮
統

治
と

そ
の

終
局

水
田

直
昌

・
土

屋
喬

雄
（

編
）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

37
1962

単
行

書
1

東
京

164
p.100

～
p.101

の
間

に
挟

み
こ

ま
れ

た
写

真
あ

り

HO
ZU

M
I112

昭
和

22
年

　
人

口
動

態
統

計
（

第
7

分
冊

）　
第

12
－

27
表

　
厚

生
大

臣
官

房
統

計
調

査
部

　
昭

和
24

年
刊

行

厚
生

大
臣

官
房

統
計

調
査

部

厚
生

大
臣

官
房

統
計

調
査

部
昭

和
24

年
1949

定
期

刊
行

物
1

東
京

208

HO
ZU

M
I113

韓
来

文
化

の
後

栄
（

上
巻

）
金

正
柱

（
編

）
韓

国
資

料
研

究
所

昭
和

37
1962

単
行

書
1

東
京

192
謹

呈
状

1
枚

が
挟

み
込

み

HO
ZU

M
I114

韓
来

文
化

の
後

栄
（

中
巻

）
金

正
柱

（
編

）
韓

国
資

料
研

究
所

昭
和

37
1962

単
行

書
1

東
京

223
穂

積
真

六
郎

宛
に

謹
呈

状
1

枚
が

挟
み

込
み

HO
ZU

M
I115

朝
鮮

常
識

問
答

（
朝

鮮
文

化
の

研
究

）

崔
南

善
（

著
）・

相
場

清
（

訳
）

宗
高

書
房

昭
和

40
年

1965
単

行
書

1
東

京
340

HO
ZU

M
I116

万
才

騒
擾

事
件

（
三

・
一

運
動

）（
1）

近
藤

釼
一

（
編

）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

39
年

1964
単

行
書

1
東

京
256
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HO
ZU

M
I117

万
才

騒
擾

事
件

（
三

・
一

運
動

）（
2）

近
藤

釼
一

（
編

）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

39
年

1964
単

行
書

1
東

京
282

HO
ZU

M
I118 （

英
文

資
料

）
万

才
騒

擾
事

件
（

三
・

一
運

動
）（

3）
近

藤
釼

一
（

編
）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
　

朝
鮮

史
料

編
纂

会

昭
和

39
年

1964
単

行
書

1
東

京
312

HO
ZU

M
I119

営
団

経
済

の
倫

理
杉

村
廣

蔵
（

著
）

大
理

書
房

昭
和

18
年

1943
単

行
書

1
東

京
274

HO
ZU

M
I120

朝
鮮

の
神

話
と

伝
説

申
来

鉉
（

著
）

一
杉

書
店

昭
和

18
年

1943
単

行
書

1
東

京
318

HO
ZU

M
I121

植
民

地
の

獄
磯

谷
季

次
（

著
）

郷
土

書
房

昭
和

24
年

1949
単

行
書

1
東

京
120

本
の

巻
頭

、
巻

末
に

中
央

朝
鮮

協
会

の
印

HO
ZU

M
I122

北
鮮

の
開

放
十

年
坪

江
仙

二
（

編
）

日
刊

労
働

通
信

社
昭

和
31

年
1956

単
行

書
1

東
京

222

HO
ZU

M
I123

待
ち

わ
び

る
心

は
消

え
ず

待
ち

わ
び

る
心

の
会

（
刊

）
待

ち
わ

び
る

心
の

会
昭

和
31

年
1956

単
行

書
1

東
京

274

HO
ZU

M
I124

朝
鮮

風
土

歌
集

市
山

盛
雄

（
編

）
眞

人
社

昭
和

10
年

1935
単

行
書

1
京

城
、

東
京

437

HO
ZU

M
I125

野
研

時
報

　
第

7
号

　
別

冊
（

工
藤

宏
規

　
業

績
と

そ
の

人
　

）

財
団

法
人

　
野

口
研

究
所

財
団

法
人

　
野

口
研

究
所

昭
和

33
年

1958
定

期
刊

行
物

1
東

京
166

穂
積

真
六

郎
宛

に
謹

呈
状

1
枚

が
挟

み
込

み

HO
ZU

M
I126

資
料

選
集

　
東

洋
拓

殖
会

社
水

田
直

昌
（

監
守

）
財

団
法

人
　

友
邦

協
会

昭
和

51
年

1976
単

行
書

1
東

京
422

友
邦

シ
リ

ー
ズ

第
21

号
（

昭
和

51
年

3
月

25
日

発
行

）
財

団
法

人
友

邦
協

会
「

編
纂

刊
行

書
」

通
巻

題
3

号

HO
ZU

M
I127

落
葉

籠
水

田
直

昌
五

常
写

植
印

刷
株

式
会

社
諸

和
55

年
1980

単
行

書
1

東
京

556

HO
ZU

M
I128

朝
鮮

半
島

の
山

林
ー

20
世

紀
前

半
の

状
況

と
文

献
目

録
ー

財
団

法
人

土
井

林
学

振
興

会
（

編
）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
昭

和
49

年
1974

単
行

書
1

東
京

305

HO
ZU

M
I129

わ
が

外
交

の
近

況
（

第
三

号
）

外
務

省
外

務
省

昭
和

34
年

1959
定

期
刊

行
物

1
東

京
232

HO
ZU

M
I130

補
訂

　
朝

鮮
農

業
発

達
史

（
朝

鮮
農

業
三

十
年

史
）　

発
達

篇

小
早

川
九

郎
（

編
著

）
財

団
法

人
　

友
邦

協
会

昭
和

35
年

1960
単

行
書

1
東

京
610
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HO
ZU

M
I131

補
訂

　
朝

鮮
農

業
発

達
史

（
朝

鮮
農

業
三

十
年

史
）　

政
策

篇

小
早

川
九

郎
（

編
著

）
財

団
法

人
　

友
邦

協
会

昭
和

34
年

1959
単

行
書

1
東

京
682

HO
ZU

M
I132

補
訂

　
朝

鮮
農

業
発

達
史

（
朝

鮮
農

業
三

十
年

史
）　

（
付

篇
）

資
料

篇

小
早

川
九

郎
（

編
著

）
財

団
法

人
　

友
邦

協
会

昭
和

35
年

1960
単

行
書

1
東

京
123

HO
ZU

M
I133 （

朝
鮮

統
治

関
係

重
要

文
献

）
朝

鮮
土

地
改

良
事

業
史

吉
圧

逸
夫

（
編

著
）

財
団

法
人

　
友

邦
協

会
昭

和
35

年
1960

単
行

書
1

東
京

185

HO
ZU

M
I134

亡
き

父
母

に
贈

ら
れ

し
弔

詞
並

に
追

悼
集

単
行

書
1

東
京

356
田

中
武

雄
に

対
す

る
弔

辞
・

追
悼

文
集




